
　今回で VOICEも 15 号となります。人口問題を
テーマにした前号までの質問でしたが、時間の都
合で知事とのやりとりが行えなかった質問を解説し
てみたいと思っています。

　『スウェーデンはジェンダー平等の意識が浸透し
ている国として知られ、男女均等社会の典型とされ
ていますが、もともとは日本と似た慣習の社会であり、
女性の地位は決して高くありませんでした。

　こんなエピソードがあります。職場でお茶汲みを
お願いすると「私はピーガではない」という返事が
返ってきたそうです。ピーガ (piga) とは農奴に似た
女性使用人のことであります。「私はあなたの使用
人ではない」ということです。

　女性の社会進出は出生率にマイナスに働くという
のが過去の見解でしたが、家族政策の実施により、
女性の社会進出と出生率がプラスの関係へと変化
したというのが実態です。また、そうなるような家族
政策が重要であります。つまり女性の地位向上が
全てを健全にすると考えますが、知事の考えをお聞
かせください、と言う質問です。県の部長級の管
理職の女性登用率が高いことからも、知事も同じ
考えだろうと思います。

　スウェーデンにおいては例えば議員の数にしても
男女比はほぼ同数です。群馬県議会議員では定
数 50 人の時に女性議員 7 名で女性比率は 14％
でした (2023 年 4 月データ：現在は欠員が出てお
りますので多少違いがあります )。そして全国平均
でも14.５％といった状況です。

　女性議員の比率で見てみますと、高い順から
①東京都　　31.1％　出生率　1.04　(2022 年 )
②香川県　　22.0％　　　　　1.45
③岡山県　　21.8％　　　　　1.39
④京都府　　21.7％　　　　　1.18
⑤鹿児島県　21.6％　　　　　1.54
となっており、ここまでが 20％を超えております。つ
いでに、出生率も調べてみましたが、特に女性議
員の数と出生率との相関関係は認められませんで
した。

　しかし、日本憲政史上初の女性総理大臣が誕
生したことからもわかるように、ようやく日本でも女性
の力が解放されつつあると考えます。税額控除の
問題もそうですが、女性の労働力が解放されなけ
れば、日本という国の真の実力は発揮できないとこ
ろまで来ています。女性の潜在力を解き放つことが
これからの最重要な課題であると考えることからこの
質問を考えました。

　ノーベル経済学賞を受賞しているジェームズ・ヘッ
クマンという人が「幼児教育の経済学」という著書
の中で、『ふれあいが足りないと子の脳は萎縮する』
と言っています。親の愛情が子供のその後の成長
に大きく影響していることを研究されました。このこと
を受けて少なくとも０歳児の期間は親と長い時間一
緒にいるべきだと思います。

　スウェーデンでは 0 歳児は保育所では受け入れ
ていません。子供にとって必要なのは母親の愛情
だからです。( フランスモデルを採用しなかったわけ
は0歳から入所可能 )

　知事の乳児教育についての考えをお聞かせくだ
さいという質問です。

　考えてみますと、親子といっても一緒に過ごせる
時間は意外と短いものです。私も子供が小さい時
に町長という仕事に就いたため、子供との時間が
ほとんどありませんでした。町のために仕事をさせて
いただいたことには本当に感謝しておりますが、子
供との時間も意識して作るべきであったと悔やんで
おります。そう言ったこともあり、赤ちゃんの時は親と
触れ合える時間がとても大切ではないかと思うので
す。

　そういう中でジェームズ・ヘックマン博士の研究
は幼児教育の重要性とその後の人生への影響を
解明しており、こう言った知見を実際の政治に反映
していくことが必要だと思うのです。

　まず、日本とスウェーデンの教育について考察し
てみたいと思います。

スウェーデンでの教育の特徴
　基礎教育は日本と同じ9年間 3・3・3で成績
表はありません。だだし8年目から成績を出します。
それは高校進学の為で、体育や音楽などの科目も
含め平均点で進路が決まります。多面的に評価す
るということなのです。

　高校は職業教育の色彩が半ばし、必ずしも大
学進学を前提としていません。高校卒業後は就職
する割合が高いようです。
　　　　　　　　　　　　　　　　裏面に続く
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　また、大学進学も高校3年間の成績で決まります。
進学率は 2 割程度ですが、最終的には４割近くに
なります。それは一旦社会に出てから入学という U
ターン学生が多いからです。入学は容易ですが、
卒業はむずかしく、キャンパスライフを楽しむ雰囲気
は大学にはありません。あくまで高度な専門知識を
習得するためとされています。

　日本の教育は小学校から中学校、高校と内容こ
そ多少高度になっていますが、同じことの繰り返し
で、要は受験のための勉強。しかも、大学でも教
養課程は同じことの繰り返しです。ここはそろそろ
変えていくべきです。つまり、大学はあくまで高度な
知識を習得する場所であり、大学生活を楽しむ場
ではないという高度な学習カリキュラムにする。

　しかし、文部科学省がこれを変えるとは思えない。
だとすれば、就職の際に学歴を考慮しない、入社
してからの働きようで決まるという社会に変えてていく
ことが理にかなっていると思いますし、また現実はそ
うなり始めています。

　そして、大学進学よりも生涯学習の環境整備を
推進する。いつでも学び直しのできる、社会に出て

から必要な知識を習得できる環境を整える。さらに
趣味的な学習環境もあれば人生が楽しくなります。

　スウェーデンでは高校卒業と同時に働き出す人
の割合が高いため、社会に飛び込む年齢が早く、
経済的自立が、少子化の原因の一つである晩婚
化も予防し、労働所得は消費を生み、経済成長
にも寄与するわけです。学歴で多くが決まるような
仕組みは健全ではありません。

　この教育に対する日本とスウェーデンのスタンスの
違いを再考することが日本においても必要あると思
いますが、知事はどう思われますか？と言った内容
の質問です。

　学歴社会というのは、要は東京大学を出ている
人が最優先される社会です。しかし、人生は学校
を卒業してから始まるわけです。過去の学習量より
も現在までの学習量で、その人の教養は決定され
ます。

　仕事においても同じことで、どれだけ工夫して仕
事しているかで、仕事の成果は決まってきます。そ
こを評価すれば良い話だと思うのです。なるべく早
く社会に出て活躍できるような環境こそ今の日本に
は大切だと思うのです。実際、私の知人で活躍し
ている人は高校卒業して働き始め、その後、頭角
をあらわして成功している人が大勢います。

　社会を変えないことは、前進もないことにつながり
ます。時代の変化に合わせて社会も変化していく、
それが前進につながると思うのです。日本の閉塞
感はそう言ったとこにあるのではないかと思います。

　以上が前回までの質問となりますが、早いもので、
2月27日10 時から県議会での一般質問の機会を
いただきました。今回は少し視点を変えて質問いた
します。

県土整備部長に
建設土木業の地域での果たす役割と今後の県土
整備行政について

環境森林局長に
林業による地域経済の循環方法について

危機管理監に
防災へりはるなの事故に関するその後の対応につ
いて

それぞれ質問してみたいと思います。

　また、県が最重点事項としているデジタル・クリ
エイティブに関して、クリエイティブ産業という少し
広い視点から私の見解との整合性を確認してみた
いと思っています。お時間のある方は群馬テレビを
ぜひご覧ください。
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次回の一般質問

こちらのQRコードより今回を含め、今までの
入内島道隆の一般質問の動画がご覧になれます。
是非ご視聴ください！
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